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２Ⅽ１５

データ管理計画の国際標準モデルと各分野における研究データ

ライフサイクルとの比較分析

○南山泰之，林和弘（科学技術・学術政策研究所）

 はじめに

近年，諸外国のオープンサイエンス政策におい

て，データ管理計画（DMP）の義務化が進められ

ている[1] 。DMP は，研究データをそのライフサ

イクル全体にわたってどのように取り扱うかを

定めた文書，と定義される[2]。その性質上，DMP
は研究の開始前に作成されるのみならず，研究活

動の進展に応じて随時更新されることが推奨さ

れており，研究者は DMP の管理を通じて円滑な

研究データ管理を実現することが可能になると

される。 
このような理解のもと，国内外の助成機関では

DMP のテンプレートを作成し，研究者による

DMP の作成を支援している[3]。また，この動き

をさらに押し進めるものとして，DMP に記述さ

れた情報を機械的に交換し，利用することを可能

にする machine actionable DMP（maDMP）[4]
の開発が進められている。maDMP は，国際的な

研究データ関連コミュニティである研究データ

同盟（RDA）を中心として議論が展開され，共通

データモデルの策定やプロトタイプシステムの

開発などが進められている[5]。 
一方で，現在の maDMP に関する議論は主に助

成機関の視点からのみなされており，各研究分野

の現場で取り扱われる情報との対応関係は明ら

かになっていない。そこで本研究では，RDA が策

定を進める maDMP のデータモデルを念頭に，い

くつかの分野において定められている研究デー

タのライフサイクルとの違いを分析する。さらに，

「公的資金による研究データの管理・利活用に関

する基本的な考え方」におけるメタデータの共通

項目との比較を通じて，maDMP を国内における

研究の現場へ実装していく際の課題について考

察する。 
 
 の概要

maDMP とは，DMP を機械可読形式で記述し，

利害関係者間でデータを効率的に交換・共有でき

るようにしたものである。maDMP の目的は，従

来の DMP を単なる「人が読んで利用する文書」

から「機械も活用できる動的な文書」へと変える

ことにあり，これによってデータの管理・監視プ

ロセスの自動化を企図している。初期のコンセプ

トは RDA の Active Data Management Plans IG 
の有志によって提唱され，その後同メンバーらに

よって「maDMPs のための 10 原則」の形で整理

されている[6]。同原則では，研究データエコシス

テムのすべての利害関係者のワークフローに

DMP を組み入れることを始めとし，機械による

利用可能性を高める個々の取り組みについて詳

細に記述している。 
maDMP をアプリケーションのレベルに落と

し込む取り組みとしては，RDA のワーキンググル

ープとして 2019 年に発足した DMP Common 
Standard WG の活動がある。同 WG では，

maDMP の具体的なユースケース分析，及び同ユ

ースケースを実現するためのデータモデル策定

を実施している[7]。図 1 に同 WG が分析した

maDMP のユースケース例を示す。 
 

 
図 1 RDA DMP Common Standard WG によ

る maDMP のユースケース例 
 
想定するステークホルダーは研究者，支援

者，リポジトリ管理者，助成機関であり，プロ

ジェクトやデータの発見，リポジトリの選択，

DOI の発行，コスト情報の共有など幅広いユ

ースケースをカバーすることを志向している。

さらに，このユースケースを実現するための

データモデルとして，RDA DMP common 
standard が策定されている（図 2）。 
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図 2 RDA DMP common standard WG の

データモデル 
 

RDA DMP common standard は，情報システ

ム間の基本的な相互運用性を提供するためのメ

タデータアプリケーションプロファイルとして

策定され，DMP に関する一般的な情報を提供す

る DMP クラスを中心に，データセット，プロジ

ェクト，コスト，貢献者，連絡先などの情報がリ

ンクされている。アプリケーション開発者は，

RDA DMP common standard に互換性のあるデ

ータモデルを採用することにより，複数のアプリ

ケーション間における情報交換のコストを下げ

ることができる。RDA DMP common standard は

2021 年時点で 10 のサービスが実装済み，あるい

は検討中とのことである。 
 

 分析

本章では，2 章で紹介した RDA DMP common 
standard を念頭に，いくつかの分野における研究

データライフサイクルとの違いを分析する。DMP
の構想が登場する以前から，各研究分野では研究

データのライフサイクルを定め，円滑な研究デー

タ管理を実現してきている。表 1 に代表的な研究

コミュニティが採用している研究データのライ

フサイクル[8]を示す。 

 
表 1 代表的な研究コミュニティが採用している研究データのライフサイクル 

Fields Earth Sciences Life 
scienc

es 

Social sciences Humanities/Lin
guistics 

Multiple 

Institut
ions 

USGS DataO
NE 

EMBL UK Data 
Archive 

ICPSR CLARIN-NL DPCVoca
b 

Data 
Curation 
Network 

DCC 

Steps Plan Plan Collecti
ng 

Transfer 
of data 

Proposal 
develop
ment 
and data 
manage
ment 
plan 

Identification and 
assessment 

Ingest Ingest Conceptu
alise 

Acquire Collec
t 

integra
ting 

Assigning 
processin
g 
standard 

Project 
start-up 

Development of a 
curation plan 

Represent
ation 

Appraise/
Accept 

Create or 
receive 

Process Assur
e 

process
ing 

Data 
processin
g 

Data 
collectio
n and 
file 
creation 

Curation Provenan
ce 
managem
ent 

Curate Appraise 
& select 

Analyze Descri
be 

analyzi
ng 

Document
ation 
processin
g 

Data 
analysis 

Validation Systems 
managem
ent 

Access Dispose 

Preserve Preser
ve 

storing Metadata 
creation 

Preparin
g data 
for 
sharing 

Archiving Data 
storage 

Preserve Ingest 

Publish/S
hare 

Discov
er 

sharing Additiona
l user 
informati
on 

Depositi
ng data 

 
Policies 

 
Preserva
tion 
action 

 
Integr
ate 

publish
ing 

Publishin
g data 

  
Preservati
on 

 
Store 

 
Analy
ze 

finding Deliverin
g data 

  
Public 
access 
provision 

 
Access, 
use & 
reuse 

 
  Preservin

g data 

    
Transfor
m 
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“Field” の 行 に は 対 応 す る 研 究 分 野

名，”Institution”の行には団体名，”Steps”の行に

は各団体が採用している研究データ管理のステ

ップを示している。いくつかのステップには RDA 
DMP common standardと一部共通する用語も散

見されるが，各ステップは研究の進展に沿って実

施すべき手順や戦略を含んだ形で設計されてお

り[9]，研究データ管理上の行動そのものも記録の

対象となる。この点において，ある時点における

データ管理計画書をモデル化しているRDA DMP 
common standard とは構造上のギャップがある。

また，各ステップの設計は同じ分野内であっても

異なっており，分野に共通するデータ管理手法は

確立されていないことが示唆されている。 
 

 考察

本章では，maDMP のコンセプトを国内におけ

る研究の現場へ実装していくための課題につい

て考察する。既に見たように，各研究分野のライ

フサイクルと国際的な DMP 項目とは構造上のギ

ャップが存在しており，DMP によって研究デー

タのライフサイクル全体を記述するための標準

的なプロトコルは管見の限り存在しない。また，

各研究分野のライフサイクルには多様性があり，

分野に共通するデータ管理手法は確立されてい

ないことが示唆されている。政策的な観点からは，

当面の課題として国際標準モデルへの準拠を見

据えつつ，中長期的には研究データ管理活動のモ

デル化に関する試みを繰り返す必要がある。 
上記のような理解のもと，ここでは RDA DMP 

common standard と「公的資金による研究デー

タの管理・利活用に関する基本的な考え方」にお

けるメタデータの共通項目（以下「政府共通メタ

データ項目」という。）[10]との比較を通じて，当

面の課題である国際標準モデルへの準拠につい

て考察する。表 2 に両者の項目別マッピングを示

す。なお，政府共通メタデータ項目には構文規則

（Syntax Encoding）が設定されていないため，

項目を構成する要素レベルでのマッピングは行

っていない。 
 

表 2  RDA DMP Common Standard と政府共通メタデータ項目のマッピング 
名称 RDA DMP Common Standard 政府共通メタデータ項目における

対応箇所 

項 目

名 
DMP DMP のタイトル，更新日など，DMP に関す

る俯瞰的な情報 
資金配分機関情報 

Contact DMP に関する情報を提供できる者の情報。

DMP の作成者である必要はなく，個人でも組

織でもよい 

データ管理者の連絡先 

Cost データ管理に関する費用の一覧 -- 

Project DMP に関連するプロジェクトの情報。資金提

供プロジェクトだけでなく，内部プロジェク

ト，博士論文などを含む 

体系的番号／プロジェクト名 

Funding 資金提供されたプロジェクトの詳細情報 体系的番号におけるプログラム情報

コード／プログラム名 

Contributor 本 DMP に記載されているデータマネジメン

トのプロセスに関わるすべての関係者，およ

び DMP 自体の作成・管理に関わる関係者の

情報 

データ作成者／データ作成者の e-Rad
研究者番号 

データ管理機関／データ管理機関コ

ード 

データ管理者／データ管理者の e-Rad
研究者番号 

Dataset データに関する俯瞰的な情報。データセット

の品質，配布，保存，性質，生成過程など多

様な情報を含む 

データ No.／データの名称／データの

説明／データの分野／データ種別／

掲載日・掲載更新日 

Technical 
Resource 

顕微鏡など，データを作成または処理するた

めに必要/使用される機器の情報 
-- 
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Metadata データを記述するために使われるメタデータ

標準に関する情報。データセットに関する実

際のメタデータは含まれない 

-- 

Distribution データセットの配布に関する情報。データサ

イズ，アクセス権，公開日，ファイルフォー

マット等に関する情報を含む 

アクセス権／公開予定日／概略デー

タ量 

License 配布されるデータセットごとに設定されるラ

イセンス情報。エンバーゴ期間を含む 
管理対象データの利活用・提供方針／

アクセス権 

Host データが保存されているシステムに関する情

報。バックアップの頻度，認証情報，採用し

ている技術（PID システムなど）などの情報

を含む 

リポジトリ情報／リポジトリ URL・
DOI リンク 

Security and 
Privacy 

特定のデータセットのセキュリティとプライ

バシーに関する情報 
-- 

※RDA DMP common standard の項目説明は，ウェブサイトの記述を元に著者が作成。  
 

政府共通メタデータ項目で定義された項目は，

現在のところ全て RDA DMP common standard
でカバーされており，概ね互換性を保った形で準

拠することが可能である。RDA DMP common 
standard 特有の項目としては，Cost，Technical 
Resource，Metadata，Security and Privacy の 4
つがあり，それぞれデータ管理にかかるコスト情

報，データの匿名化ステータス，メタデータ標準

の特定，実験機器に関する情報の共有といったユ

ースケースに対応可能である。また，Distribution
にはデータのファイルフォーマット情報や品質

に関する情報を記述する項目がある，Host にはデ

ータのバックアップ体制や採用している PID シ

ステム情報，取得した認証情報を記述する項目が

用意されているなど，既存のユースケースを詳細

化した要求に応えることが可能である。 
 

 結論

本研究では，maDMP の国際標準である RDA 
DMP common standard を念頭に，いくつかの分

野における研究データライフサイクルとの違い

を分析した。分析の結果，各研究分野のライフサ

イクルと RDA DMP common standard の間に存

在する構造上のギャップ，及び各研究分野のライ

フサイクルの多様性が明らかになった。さらに，

RDA DMP common standard と政府共通メタデ

ータ項目との比較を通じて，maDMP のコンセプ

トを国内における研究の現場へ実装していくた

めの課題を考察した。同考察からは，RDA DMP 
common standard への準拠にあたり互換性の問

題は存在せず，より多くのユースケースに対応で

きる可能性が示唆された。 
残された課題としては，中長期的な視点から研

究データ管理活動のモデル化に関する試みを繰

り返し，研究データライフサイクルと maDMP の

モデルを統合していくことが挙げられる。研究デ

ータ管理活動のモデル化に該当する取り組みと

しては，欧州委員会（European Commission）が

データポータルのために導入した DCAT-AP[11]
のほか，欧州 OpenAIRE のガイドラインにおけ

る記述例[12]，国立情報学研究所が研究データ基

盤間のコミュニケーションハブとして開発した

RDM オントロジー[13]などの取り組みがある。特

に，RDM オントロジーは DMP における研究デ

ータ管理上の行動に関する情報を機械実行可能

な形で表現する試みも進められており[14]，注目

に値するだろう。引き続き，DMP の作成や更新

作業の機械化，さらには自動化に向けた研究の動

向を注視していきたい。 
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